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研究内容

）̍乾૩ɾԘετϨεͷγάφϧ఻達ߏػ
　཮্২෺΍྘૶ྨ͸乾૩ετϨε΍高ԘετϨεͳͲͷมಈ͢Δڥ؀ετϨεʹৗ࣌
͞Β͞Εɺ͜ΕΒ֎քڥ؀มಈΛײ知͠ɺࡉ๔Ϩϕϧ΍ݸମϨϕϧͰదԠ͢ΔೳྗΛਐ
Խ͖ͤͯ͞·ͨ͠ɻมಈ͢Δ֎քετϨε͕ͨΜͺ࣭͘ͷϦϯࢎԽϦϨʔΛ介͠ ɺͯࡉ๔
༺Λ૶ྨɺίέྨɺγϩΠψφζφͳͲΛߏػదԠઓུͷ෼子ڥฤ੒ͤ͞Δ؀࠶Λ֨ࠎ
·͠ڀݚ͍ͯ ɻ͢

̎）২෺ࡉ๔ͷͮܗ Γ͘ͱͦͷҙٛ
　২෺ࡉ๔͸ࡉ௕͍ԁபঢ়（ࠜɺܪͳͲͷ࣠׭ثͷදൽࡉ๔）΍δάιʔύζϧ （༷葉
ͷදൽࡉ๔）ͳͲͷଟ༷ͳܗଶΛͱΔɻෳࡶͳࡉ๔ܗঢ়͕ͲͷΑ͏ͳ෼子ߏػʹΑΓܗ
੒͞ΕΔͷ͔ɺ·ͨɺͦ ͷΑ͏ͳࡉ๔ܗʹੜ෺ֶత利఺͸͋Δͷ͔ɺʹ ·͠ڀݚ͍ͯͭ ɻ͢
γϩΠψφζφͷࡉ๔ܗঢ়͕ҟৗͳมҟגΛ༻͍ ɺͯࡉ๔֨ࠎͷ໾ׂΛ中৺ʹࡉ๔ͷܗ
ͮ Γ͘Λௐ΂· ɻ͢·ͨɺࡉ๔ʹ͔͔ΔػցετϨεΛଌఆ͠ɺࡉ๔ܗঢ়͕΋ͨΒ͢෺ཧ
తετϨεύλʔϯͱܗঢ়安ఆੑΛௐ΂· ɻ͢

研究設備
共য点Ϩーβーݦඍڸ、実体ݦඍڸ、ύーティクϧΨンҨ఻子ಋೖ૷ஔ、
Ψスクロマトάラフィー、ӷ体クロマトάラフィー、২物࠿ഓチェンόー

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʲ最ۙの研究業੷ʳ
<̍ >NakamVra and )ashimoto
 SZmmetrZ 12
 ����
 ����.
<̎ >8onH et al. 1lant 1hZsiol. 181
 ����-����
 ����.
<̏ >:aHi et al. +. Cell SDi. ���
 jDs������
 ����.
<̐ >,ajikawa et al. 1lant 1hZsiol. 174
 ���-����
 ����.
<̑ >ThaHVn et al. 1lant Cell 1hZsiol. 57
 ���-���
 ����.
<̒ >)otta et al.
 1lant 1hZsiol. 170
 ����-����
 ����.
<̓ >)ashimoto
 The Arabidopsis Book
 13
 e����
 ����

ʲ֎෦ࢿ金ʳ
科学研究費、企業からのडୗ研究、など

২෺の環境γάφルԠ౴をࡉ๔ϨϕルͰ۷ΓԼ͛る

研究を始めるのに必要な知識・能力
　όイオサイΤンスの基礎知識が必要ですが、学෦でम学していない場合でも、本学όイオサイΤンス分野ߨ義の基礎科目をཤमする
ことにより、研究を始めるにあたって必要な知識が習得できます。
　研究室の指導方針
　֤自が୲当する研究テーマに関連するόイオサイΤンス基礎、ઐ門知識をまずಛ別ߨ義、論จྠಡなどで習得します。同࣌に、研究
テーマで࢖用༧ఆの研究設備、実験機ثの࢖用方法を実習します。研究は基本的には教員のࢦಋのԼに行います。�カ݄にগなくとも�
ճは実験݁Ռのとりまとめ、その解ऍ、ࠓ後の実験方਑をݕ౼するάϧープ会議を開࠵します。また、中ؒώΞリンάやम࢜論จ発ද
લには、プϨθンテーション࿅習を行います。
　この研究で身につく能力
　όイオサイΤンス分野、ಛに২物科学分野に関する基礎知識と基盤実験技術を習得します。研究プロジェクトのܭ画立案、推進、૯
ׅ能力がҭ成されるとともに、ఆظ的なάϧープ会議や関連する研究テーマを୲当する学生との議論・技術૬ڙޓ༩などの活動を通して、
。ௐ性とάϧープとしての問題解決能力が身に෇きます。さらに、プϨθン能力、論จಡ解能力がᔻཆされますڠ

修了生の活躍の場
　ത࢜લظ課ఔमྃでは、όイオ産業のみならず、幅広い企業が対৅となります。
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